










『 紅 梅 』 と 癌 の 告 知











は，彼女の夫である吉村昭の 1 年 7 ヵ月にわた
る闘病の日々を描いた作品である。











11 月と計 3 回小線源による内部照射をうけた。






















































　しかし現在は，国民の 2 人に 1 人は一生のう












































































































　吉村は在宅治療のために 2 週間後の 7 月 24
日に退院。そして延命治療を希望せず，7 月 31
日には力を振りしぼって，自ら強い意志を示す。
『紅梅』にはその最後の様子が，静かに，詳細
に記されている。
　夫妻の間の温かい会話，思いやり。結末に圧
倒されながらも，津村が吉村に示す深い愛情に，
救われる思いがする。
　吉村は癌を知ったときの不安，恐怖，悲しさ，
無念の気持ちを，表に出すことはなかった。そ
こには男としての矜持だけではなく，きっと津
村への温かい思いやりがあったのであろう。
